


ここにあるのは、最近のマスコミによる攻撃に関して何人かの友人から受け取ったリアクションです。ファミリー・メンバーからの報告もあれば、ファミリーに送られた手紙からの抜粋もあります。皆さんにとって霊感になるよう望みます！　愛してます！
***********************************

ファミリー・ホームからのテスティモニー：
   いつも車を寄贈してくれる人が、何人かから、私たちの事を悪く言われたそうですが、その中でも､彼は今回とても良い車を、２年車検をつけてプレゼントしてくれました。PTL！　羊はさらに強められています。そして今たくさんのバキュームを持っています。長くは続かないこのメディアの闘いを出来るだけ利用することができますように！


今日何人かのホームメンバーが桜ウイットネスに行ってきました。反応がとても良かったようです。「京都ではあんな牧師が悪いことしているけど、あなたがたは地道にわずかなお金を感謝して集めている。気に入った。」と言ってたくさんドーネーションをくれた人がいたそうです。羊は､私たちが主から遣わされているということがわかりますね。


コンタクトのひとつで、私たちのミッショナリー・ワークに関心を持った人が、［ホームの若者のひとりに］いろいろと質問を尋ねてきました。そしてそれに答えているうちに､その人が、「ああ、あなたがたのことはジャパン・タイムズで読んだ」と言ったそうです。そこで［その若者］が説明したら、その人はオープンで、「それじゃ、宗教迫害だね」と言ったそうです。

************************************

友人から：

［ある元メンバーが、「サイド・バイ・サイド・インターナショナル」（ＴＯＭホーム）と共に働いているある団体に対して、信頼を打ち壊すために中傷の手紙（hate mail）を送りつけました。下にあるのは、その団体の人が、その元メンバーに書いた返事です：］

「私はあなたから中傷の手紙を受け取りたいなどと要請した覚えはありません。サイド・バイ・サイドの人たちは貧しい人や助けを必要とする人たちを深く気にかけているのであって、あなたの残忍な計画には値しません。世界中の貧しさや苦難を減らすためにあなた自身は何を行っていますか？　返事はいりません。どうか反省して下さい。私としては、非難を受けている人たちに、あなたを名誉棄損で東京地裁に訴えるよう勧めます。あなたは弁護士と連絡を取った方が良いでしょう。

どうかこれ以上私をわずらわせないで下さい。そして、リストから私の名前を削除して下さい。」

［以下は、中傷の手紙に対して別の友人がＴＯＭホームに書いた手紙です：］

「万事うまく行っているよう望みます。最近、ある人が抱いているSBSI（サイド・バイ・サイド・インターナショナル）に対する認識について書いたＥメールを読みましたが、それを削除しました。・・・私はこれに何の興味もありません。何か偉大なことをしている時には、必ず誰かが盲撃ちをしてあなたたちを倒そうとするようですね。 他に何もないとしても、これを、皆さんが素晴らしいことをしているので、皆さん目がけて撃っているという人がいるのだという、称賛としてとらえて下さい。忘れないで下さい。皆さんには、彼らの武器にもビクともしない神の保護の盾があります。『最高の気分ですよね？！！！』　 素晴らしい仕事を続けて下さい。」
eom

